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ピースメッセージ２５００枚集めて広島へ－大阪高校生

色とりどりの風船でアピール 

北海道 原水爆禁止北海道協議会は 6 月 24 日、

2006年原水爆禁止原水爆禁止世界大会の成功め

ざす月間行動を札幌市中央区大通公園で行いまし

た。 
「多くの国民の願いにもかかわらず、核兵器は

今なお世界に 2万発以上が蓄積・配備されていま
す。その多くが即時発射態勢にあるあると言われ

ています。イラン、北朝鮮にもみられるように核

の拡散も重大です。ましてやブッシュ米政権は、

イラン核開発をめぐって新たな戦争を準備し、あ

らゆる選択肢と核兵器を使う可能性さえ否定して

いません。核兵器廃絶、世界の平和のために、地

球規模の世論高揚が欠かせません。今年初めから

世界で始まった『すみやかな核兵器の廃絶のため

に』国際署名にぜひ協力を」と訴えました。 
「なくそう核兵器、まもろう憲法」の色とりど

りの風船や、原爆パネルを展示し、「世界大会を成

功させよう」のビラを配りました。 
（北海道原水協・しまだ） 

高校生平和サークルが宣伝 
大阪 大阪の高校生平

和サークル「たこやき

からピース」は 6月 24
日、7 名の高校生が参
加して宣伝行動を行い

ました。結果は、「すみ

やかな核兵器の廃絶のために」署名が 19筆、「憲
法9条守ろう」署名が18筆、ピースメッセージ(＊)
は 28枚でした。 
 下校途中の高校生に、「憲法 9 条が変えられよ
うとしてるの知ってる？」「核兵器をなくすために

署名を集めてます」と声をかけると、「核兵器は絶

対いらんやろ?」「戦争する国なんて絶対いや」「頑

張ってください！」など、次々対話になり、声を

かけたほとんどの高校生が署名に応じてくれまし

た。また、「平和が一番」「LOVE&PEACE!!」「核
なんかいらん！がんばれ日本！！」「憲法変えない

で。人々の命あってこその世界」など、対話した

高校生それぞれのピースメッセージが寄せられま

した。(＊)たこピーでは、「周りの高校生からピースメッ

セージを集めて、大阪の高校生の中に平和の運動を広げよ

う！」と話し合い、直径7.5㎝の正方形の布にピースメッ

セージを書いてもらう、それを 2500枚集めよう！と、目

標を立てています（ちなみに大阪の高校生は約２５万人）。

集まったピースメッセージは、つなぎ合わせて横断幕にし

て、広島に持っていく予定です。 
7月 30日（日）には、高校生平和企画「“アン
ゼラスの鐘”上映＆被爆体験を聞く会」(仮称)を計
画しています。実行委員会では、「被爆体験を聞く

なんて、50年後には絶対無理。私たちが生のお話
しを聞ける最後の世代。しっかり聞いて、高校生

みんなで平和について考え合おう！」と議論しま

した。150名の高校生を集めることを目標にして
います。 
（大阪高校生平和サークル「たこやきからピー

ス」・サポーター 瀬戸 鮎子） 

200 名の代表参加めざす 

岡山 6月 12日、平和行進第 5回原水爆禁止世界

大会第 1回県実行委員会が開かれました。会議に
は、岡山、玉浅、笠岡、総社、美作、真庭、玉野

の各地域原水協と県労会議、生協労組、高教祖、

医労連、県人権連、県民医連、民青同盟、平和委

員会の組織代表と事務局など 22 名が参加。平和
行進のコース確定、網の目コースの確認、任務分

担と地域の準備状況の報告などが行われました。

また、世界大会については、広島大会に 200名の
参加を目指して奮闘することを確認しました。 
（岡山県原水協通信NO.6より転載） 
※ 各 地 の 取 組 み を お 知 ら せ 下 さ い。 


